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JAXAタウンミーティング in 余市 開催報告 

 
平成 28年 11月 3日、JAXAタウンミーティング in余市“宇宙飛行士誕生のまちで JAXAの最前

線に迫る！”を開催しました。今回は、JAXAが取り組んでいる宇宙探査や、「きぼう」日本実験

棟の利用について話題を提供し、会場の参加者と活発な意見交換がなされました。 
 

■開催日時  平成 28 年 11月 3日（木） 14:30～16:50 

■会場    余市宇宙記念館 

■参加者数  66人 

■登壇者   ・JAXA有人宇宙技術部門 きぼう利用センター 技術領域主幹 白川 正輝 

        話題：「ここまで進んだ！ 

国際宇宙ステーション「きぼう」日本実験棟ならではの宇宙実験」 

       ・JAXA宇宙科学研究所 太陽系科学研究系 教授 藤本 正樹 

                話題：「日本の惑星探査の取り組みについて話をしよう」 

■進行コーディネーター 

       ・JAXA広報部 参事 原田 克己 

 

アンケート回答者の属性（有効回答数：44） 

１．性別                    ２．年齢  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．居住地                  ４．職業 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性 

66% 

女性 

30% 

無回答 

4% 

15歳未満 

21% 

15-17 

5% 

30-39 

11% 

40-49 

25% 

50-59 

9% 

60歳以上 

20% 

無回答 

9% 

北海道 

余市郡 

61% 
北海道 

札幌市 

14% 

北海道 

小樽郡 

2% 

無回答 

9% 

郵便番号

該当なし 

14% 

会社員（エ

ンジニア・

研究職） 

2% 

会社員（上

記以外） 

9% 

主婦/主夫 

14% 

教職員 

4% 

自営業 

5% 
公務員 

11% 

高校生 

5% 

中学生 

2% 

小学生 

20% 

無職 

16% 

その他 

5% 

無回答 

7% 
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いただいた主なご意見（意見投稿、アンケート記入分も含む） 

■今回のタウンミーティングの話題に関連して 

◇ここまで進んだ！国際宇宙ステーション「きぼう」日本実験棟ならではの宇宙実験  

・ 成果を小学生でも分かるようにかみ砕いて説明するプリントや掲示物をダウンロードでき

るといいなと思います。 

・ 宇宙へ行かなければ開発できない医薬品の開発と実用化を進めてほしい。 

・ 人をロケットじゃなく飛行機で宇宙に連れていく時代が来ることを期待しています 

・ 実験の映像が興味深くこうした映像を目にする機会が増えて欲しい。 

・ ウィルスや芽ほうなど生命の元が宇宙からきたという仮設があるが、宇宙空間で放射線に

さらされて生きられるのか？という実験をしてはどうか。 

・ HTV-Xを早期実現させてほしい。 

・ 事例をたくさん取り上げる他に、何か面白いエピソード等も披露して欲しい。 

・ もっと一般の人に知られるように広めてほしいと思います。 

・ これからも他の国と連携して良い成果をあげてください。 

・ JAXA宇宙飛行士がメディアにもっと出て、宇宙の話題がもっと身近になってほしい。 

・ 専門家ではない方をナビゲーターにして、専門家から宇宙の話が聞けるラジオ番組がある

と良い。 

・ 世界各国の宇宙飛行士が集まって ISS の中で毎日活動して、そして共同研究をしている。

国境を超えて、国際平和を生むようなこと、あるいは人類を越えて、支えあって共同作業

をするんだというところ全面的にアピールしてほしい。 

 

◇日本の惑星探査の取り組みについて話をしよう  

・ 未知の場所を探りに行くのは、とてもエキサイティングなことです。その物語を、読みや

すい話で紹介してもらえると良いなと思います。 

・ 惑星探査は知の探究というところが強いと思いました。ノーベル賞もそうですが、そうい

う研究を大切にしなくてはならないと思いました。 

・ ロケットの発射方向について赤道方向へではなく、北海道に射場を設け、偏西風に乗せる

方向へ向けて燃費、費用を下げる工夫はできないか。 

・ 日本もいずれ太陽系外に探査機を飛ばしてほしいです。 

・ 予算面など難しいですね。 

・ 「これから目指していること」がわかりやすく説明されて興味深い内容でした。 

・ サンプルリターン計画を複数実施すべき。積極的に進めて欲しい。 

・ 小惑星に特化した他の国とは差別化した取り組みを。 

・ ハビタブルゾーンはあるのか。 

・ 火星探査がんばってください。 
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■タウンミーティング、その他について 

・ また来て下さい、たくさん質問を用意してお待ちしています！ 

・ JAXAの子供向けイベントや周知を増やすべき、との意見も多かったですが、私個人として

は宇宙開発は子どものためにやっているわけではない（大きな目で見れば子孫のためです

が、子どもの夢や楽しみのためではない）と思うので、広報活動よりも、少ない予算は技

術開発に使ってもらいたいです。 

・ 全体的に新鮮でした。発表内容も質問者の意見も！！惜しむくらい時間が短かった。 

・ 面白かったです。 

・ 札幌でもやってほしい 

・ 大変勉強になりました。身近に感じることができた。 

・ 国として予算のかけ方が少ない。成果をもっとアピールし、国民の支持を高める努力をし

ながら特色ある取り組みを今後推進してください。期待しています。 

・ 初めて参加して、宇宙が近く思えた。益々の活躍を期待します。 

・ もう少し JAXAがやっていることを積極的にアピールしたほうがいい。今もいろいろされて

いるとは思うが、なかなか接する機会がないのでもう少し我々にわかりやすく説明して頂

ける機会を持っていただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


